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「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

�

本
町
小
学
6
年
と
中
学
3
年
の
現
状
に
つ
い
て

有
機
農
業
の
推
進
と

�

有
機
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
）
学
校
給
食
の
実
現
に
向
け
て

本年 4 回目の定例会が12月 7 日から12月20日にかけて開催されました。 2 日目に当たる11日には一般質問が 
行われました。

町政に対する 一般質問町政に対する 一般質問

ご
と
に
抽
出
し
、
具
体
的
な
改
善
策
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。

全
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
学
習
指
導
要

領
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
授
業
形
態
の
在
り

方
と
し
て
、
一
斉
指
導
に
加
え
、
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
授
業
改
善

を
行
い
、
併
せ
て
、
個
々
の
学
び
に
応
じ
て

I
C
T
を
活
用
す
る
な
ど
、
個
別
最
適
な
学

び
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

問
松
茂
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
状
況
、

学
習
状
況
、
生
活
習
慣
等
の
分
析
結
果
の
中

で
の
現
状
又
は
結
果
の
中
で
見
え
た
課
題
へ

の
取
組
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
授
業
の
改

善
に
生
か
し
て
い
る
の
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
各
校
と
も
基
礎
学
力
の
定
着
は
見
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
の
一
定
の
成
果
が
覗
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
え
て
き
た
課
題
は
学
校

学習状況

問Ⅰ
．
有
機
農
法
に
つ
い
て

⑴�

本
町
の
有
機
農
業
は
ど
の
よ
う
な
現
状
で

す
か
。

⑵�

有
機
農
業
者
の
拡
大
と
有
機
農
業
を
希
望

す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。

⑶�

農
業
者
だ
け
の
取
組
で
は
進
ま
な
い
と
考

え
ま
す
。
関
係
者
を
巻
き
込
み
有
機
農
業

を
普
及
し
て
い
く
お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

Ⅱ
．
有
機
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
）
学
校
給
食
に

つ
い
て

⑴�

本
町
の
学
校
給
食
の
有
機
食
材
の
使
用
と

内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

⑵�

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
、

ま
た
、
平
均
正
答
率
と
の
相
関
性
が
高
い

「
課
題
解
決
能
力
」
や
「
自
己
有
用
感
」
は
、

S
T
E
A
M
教
育
に
よ
っ
て
も
育
ま
れ
る
力

で
あ
り
、「
人
間
力
」
を
育
む
た
め
に
も
、
今

後
も
継
続
し
た
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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農
薬
、
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
生
産
さ
れ

た
、
米
、
有
機
農
作
物
を
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
る
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。
地

域
で
生
産
さ
れ
た
安
心
、
安
全
な
米
、
野

菜
な
ど
の
一
品
か
ら
で
も
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
ま
せ
ん
か
。

答
Ⅰ
⑴
松
茂
町
で
、
有
機
農
業
を
実
施
し
て

い
る
農
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅰ
⑵
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
の
生
産
に

あ
た
っ
て
は
、「
労
力
が
か
か
る
」「
技
術
的

に
安
定
す
る
ま
で
の
間
は
収
量
が
減
少
し
た

り
、
品
質
が
低
下
す
る
」「
資
材
コ
ス
ト
が
か

か
る
」
な
ど
、
収
穫
・
収
入
の
安
定
は
な
か

な
か
見
込
め
な
い
た
め
、
松
茂
町
の
農
業
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ここが知りたい！

る
た
め
、
農
協
が
、
部
会
で
の
研
修
や
年
間

の
防
除
計
画
を
作
成
し
使
用
量
の
適
切
な
指

導
や
周
知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
出
荷
前
の
作
物
に
つ
い
て
、
徳
島

県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
て
、
残
留
農
薬
の
検
査
を
実
施
し
、

安
全
な
農
産
物
の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ
⑶
松
茂
町
の
特
産
品
は
、
甘
藷
、
蓮
根
、

梨
、
大
根
で
あ
る
た
め
、
生
産
農
家
に
と
っ

て
栽
培
技
術
や
栽
培
管
理
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
有
機

農
業
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ
⑴
有
機
食
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
茂
町

で
は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ⅱ
⑵
一
般
に
流
通
し
て
い
る
食
材
よ
り
価

格
が
高
く
な
る
上
に
、
形
が
そ
ろ
わ
ず
調
理

機
器
に
通
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

松
茂
町
で
は
有
機
食
材
の
調
達
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
子
供
達
の
成
長
や
健
康
を
考

え
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
か
つ
価
格
面
は
も
ち

ろ
ん
安
定
し
た
供
給
量
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

食
材
の
調
達
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

再
問安

心
・
安
全
に
生
産
し
て
い
た
だ
き
た
く

農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
は
、
作
物
に

よ
っ
て
種
類
や
基
準
値
、
時
期
な
ど
が
異
な

議会会議録は松茂町立図書館及び議会ホームページにて
3 月から閲覧可能となります。

詳細についてはホームページに掲載している会議録を
ご参照下さい。

板 東  絹 代  議員

有機野菜
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国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
に
よ
る

�

一
部
負
担
金
減
免
等
に
つ
い
て

問
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
と
は
、
加
入
者

に
特
別
な
理
由
が
あ
っ
て
医
療
機
関
に
一
部

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

医
療
費
や
薬
代
を
「
減
額
・
免
除
・
徴
収
を

猶
予
」
す
る
も
の
で
、
市
区
町
村
が
独
自
に

基
準
を
定
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

松
茂
町
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
の
制

度
に
基
づ
い
た
規
定
を
設
け
、
運
用
す
る
お
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
別
途
松
茂
町
独
自
の

救
済
処
置
や
制
度
の
安
定
化
を
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
は
、
特
別
の
理

由
が
あ
る
被
保
険
者
で
、
医
療
機
関
等
に
一

部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
一
部
負
担
金
の
減

額
、
免
除
、
徴
収
の
猶
予
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
松
茂
町
で
は
、
加
入
者
等
の
皆
様

の
心
身
の
状
態
、
家
庭
の
ご
事
情
な
ど
で
、

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
支
払
に
困
難
が
生

じ
て
い
る
と
い
っ
た
ご
相
談
の
際
に
は
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
の
利
用
も
含
め
た
高
額

療
養
費
制
度
の
説
明
や
、
他
の
福
祉
制
度
の

利
用
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
に
お
繋
ぎ
し
て
お
り
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
減
額
、
免
除
、
徴
収
猶
予

に
係
る
具
体
的
な
要
領
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
そ
の
策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

減
免
等
を
行
っ
た
場
合
の
財
源
の
確
保
、

具
体
的
に
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
皆
様
の
保
険
税
負
担
へ
の
影
響
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
や
、
負
担
の
公

平
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

金 森  恵 美 子  議員

まつしげ町議会だより　2024.2　第 95 号 4
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問
農
福
連
携
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
農

業
に
取
り
組
ん
だ
り
、
農
家
の
方
と
連
携
し

て
農
作
業
に
取
り
組
む
活
動
の
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
わ
が
町
と
近
隣
市
町
が
農
福
連

携
の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る

と
農
家
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
そ
れ
ぞ
れ

に
有
益
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
情
報
が
か
か
わ
る
話
で
す
が
、
本
町
と

し
て
の
農
福
連
携
の
実
施
と
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

お
伺
い
し
ま
す
。

答
徳
島
県
は
、「
と
く
し
ま
障
が
い
者
就
労
支

援
協
議
会
」
に
委
託
し
、令
和
2
年
度
か
ら
「
農

福
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
広
域
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

農
業
者
と
就
労
支
援
事
業
所
が
集
ま
り
、
対

面
方
式
で
話
し
合
え
る
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、

県
の
担
当
者
に
よ
る
農
福
連
携
に
つ
い
て
の
概

要
説
明
や
、
障
が
い
者
就
労
支
援
協
議
会
に
よ

る
障
が
い
者
の
特
性
理
解
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
も
実
施
さ
れ
、
農
業
者
と
就
労
支
援
事
業

所
の
双
方
に
お
い
て
、
大
変
有
効
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
、
農
業
者
か
ら
問

い
合
せ
が
あ
れ
ば
、「
と
く
し
ま
障
が
い
者
就

労
支
援
協
議
会
」
を
案
内
す
る
ほ
か
、
県
が
広

域
的
に
実
施
し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
周
知
を
図
り
、

参
加
を
う
な
が
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
福
連
携
に
つ
い
て

村 田  茂  議員

大根大根

さつまいもさつまいも
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今
後
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

問
今
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
今
ま
で

ど
お
り
直
営
方
式
で
運
営
す
る
の
か
、
民
間

委
託
又
は
民
営
化
し
運
営
す
る
の
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。
調
べ
て
み
ま
す
と
、
近
隣
市

町
村
は
全
て
民
営
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

町
の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
松
茂
町
に
お
い
て
は
、
現
状
、
調
理
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
・
配
置
状
況
と
、
児
童
・
生
徒
数

の
推
移
を
鑑
み
な
が
ら
、
将
来
を
見
通
し
た

運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
、
民
間
委
託
を
前
提
に
委
託
す
る

「
業
務
」
や
「
実
施
時
期
」、「
委
託
事
業
者
の

選
定
方
法
」、「
保
護
者
等
へ
の
周
知
」、「
長

期
休
暇
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
昼

食
の
提
供
方
法
」
も
含
め
、
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
議
員
各
位
に
も
ご
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
1
年
余
を
か
け
て
検
討
・
準
備
し
、

令
和
7
年
度
中
に
は
目
途
を
つ
け
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

給食センター

尾野  浩士  議員

まつしげ町議会だより　2024.2　第 95 号 6
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委員会付託案件以外で審査し、可決した内容

選挙第 7号 松茂町選挙管理委員及び補充員の選挙について

議案第53号 モーターボート競走の施行について

議案第54号 松茂町体育施設に係る指定管理者の指定について

総務常任委員会付託議案

議案第55号
松茂町行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例

議案第56号 松茂町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第58号 令和 5年度松茂町一般会計補正予算（第 6号）所管分

産業建設常任委員会付託議案

議案第58号 令和 5年度松茂町一般会計補正予算（第 6号）所管分

議案第62号 令和 5年度松茂町下水道特別会計補正予算（第 3号）

教育民生常任委員会付託議案

議案第57号 松茂町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第58号 令和 5年度松茂町一般会計補正予算（第 6号）所管分

議案第59号 令和 5年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）

議案第60号 令和 5年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第 3号）

議案第61号 令和 5年度松茂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）

第
4
回
定
例
会
の
議
決
の
結
果
、
選
挙
第
7
号
、
議
案
第
53
号
～
第
62
号

の
10
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
長
レ
ポ
ー
ト

委
員
長
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会

総
務
総
務
総
務
総
務  

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
長

立
井
　
武
雄

松
茂
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

法
律
の
改
正
で
新
た
に
追
加
さ
れ

た
公
金
受
取
口
座
情
報
を
町
の
独
自

事
務
で
利
用
す
る
た
め
、
必
要
と
な

る
条
例
等
の
改
正
を
行
う
ほ
か
、
国

の
法
改
正
等
に
伴
う
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

松
茂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
、
次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、

「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
、

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
等
が
公
布
さ
れ
、
国
民
健
康

保
険
制
度
に
お
い
て
、
出
産
す
る
被

保
険
者
に
か
か
る
産
前
産
後
期
間
相

当
分
の
保
険
税
を
免
除
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

松
茂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
お

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
号
）
所
管
分

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
1
億
5
、9
4
6
万

1
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

の
総
額
を
71
億
4
、3
4
6
万
8
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金

4
0
0
万
円
、
板
野
東
部
消
防
組
合

分
担
金
繰
越
金
返
納
金
1
、1
3
6

万
6
千
円
を
増
額
補
正
し
、
臨
時
財

政
対
策
債
1
、3
0
0
万
円
等
を
減

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
購
入
等

に
要
す
る
経
費
2
0
0
万
円
等
を
増

額
補
正
し
、
友
好
都
市
交
流
事
業
の

中
学
生
派
遣
補
助
金
1
6
7
万
5
千

円
、
町
議
会
議
員
選
挙
費
1
、0
3
9

万
3
千
円
等
を
減
額
補
正
す
る
も
の

で
す
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
と
金
額

は
い
く
ら
ぐ
ら
い
で
す
か
。

A	

件
数
は
11
月
末
現
在
で
8
9
4

件
で
す
。
金
額
は
4
、1
0
0
万

2
千
円
で
す
。

まつしげ町議会だより　2024.2　第 95 号7
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産
業
建
設

産
業
建
設

産
業
建
設

産
業
建
設  

常
任
常
任
委
員
会

委
員
会

　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
長
　

尾
野
　
浩
士

令
和
5
年
度
松
茂
町
一
般
会
計

補
正
予
算 
（
第
6
号
）
所
管
分

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
国
及
び
県
の
農
業
費
補
助
金
、

初
期
投
資
促
進
事
業
補
助
金
62
万
7

千
円
の
減
額
補
正
は
、
新
規
就
農
者

が
農
機
具
の
購
入
に
対
し
て
国
2
分

の
1
、
県
4
分
の
1
の
補
助
を
受
け

る
も
の
で
す
。
県
単
土
地
改
良
事
業

補
助
金
2
1
8
万
9
千
円
の
増
額
補

正
は
、
農
業
用
用
排
水
路
の
補
修
な

ど
に
対
し
て
、
県
30
％
の
補
助
を
受

け
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て

は
、
松
茂
町
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
補
助
金
で
、
3
7
0
万
円
の
増
額

補
正
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
町
の
特
産
物
に
対
す
る
支
援
を
行

う
た
め
、
国
及
び
県
が
化
学
肥
料
の

低
減
に
向
け
て
取
り
組
む
農
業
者
に

対
し
て
肥
料
価
格
の
高
騰
分
の
8・

5
割
を
補
助
し
た
残
り
の
1・
5
割

分
の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

新
規
就
農
者
は
何
名
い
ま
し
た

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
品
目

で
す
か
。

A	

昨
年
度
か
ら
新
規
就
農
者
が
2

名
い
ま
し
て
、
1
人
目
が
豊
岡

で
甘
藷
、
2
人
目
が
、
中
喜
来

で
梨
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
下
水
道 

特
別
会
計
補
正
予
算 （
第
3
号
）

下
水
道
事
業
収
益
の
他
会
計
補
助

金
5
1
0
万
円
の
減
額
補
正
は
、
一
般

会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

収
益
的
支
出
の
営
業
費
用
5
1
0

万
円
の
減
額
補
正
は
、
営
業
費
用
の

委
託
料
の
執
行
見
込
に
よ
る
も
の
で

す
。資

本
的
支
出
の
建
設
改
良
費
53
万

8
千
円
の
減
額
補
正
は
、
管
渠
整
備

事
業
費
の
委
託
料
の
執
行
見
込
に
よ

り
1
0
4
万
1
千
円
を
減
額
補
正

し
、
流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
の
確

定
に
よ
り
50
万
3
千
円
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

教
育
民
生

教
育
民
生

教
育
民
生

教
育
民
生  

常
任
常
任
委
員
会

委
員
会

　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
長
　

米
田
　
利
彦

松
茂
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
等
の
運

営
基
準
を
定
め
る
も
の
で
、
松
茂
町

の
基
準
は
、
基
本
的
に
は
国
の
基
準

に
準
拠
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
び
、
国
が
定
め
る
基
準

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
伴
い
、

関
連
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
一
般
会
計

補
正
予
算 

（
第
6
号
）
所
管
分

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
総
務
費
国
庫
補
助
金
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

費
補
助
金
1
、1
7
0
万
4
千
円
の

増
額
補
正
は
、
総
務
省
と
法
務
省
、

そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
が
管
轄
す
る
業
務

の
関
係
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
戸
籍
等

の
フ
リ
ガ
ナ
表
記
等
に
関
連
す
る
シ

ス
テ
ム
改
修
費
用
に
対
す
る
補
助
金

で
、
補
助
率
は
1
0
0
％
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
の
主
な
も
の
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
費

1
億
3
、4
8
6
万
3
千
円
の
増
額

補
正
は
、
非
課
税
世
帯
へ
の
7
万
円

の
給
付
金
事
務
を
執
行
す
る
経
費

で
、
執
行
に
必
要
な
事
務
費
と
1
、

8
5
0
世
帯
へ
給
付
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
幼
稚
園
管

理
費
、
負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金

で
7
3
7
万
5
千
円
の
減
額
補
正

は
、
施
設
利
用
な
ど
に
係
る
見
込
み

に
よ
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

民
生
費
、
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
費
の
国
庫
返
納

金
が
多
い
の
は
ど
う
し
て
で
す

か
。

A	

当
初
、
低
所
得
世
帯
の
子
ど
も

1
人
当
た
り
5
万
円
の
支
給
で
、

1
6
0
人
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
実
績
確
定
が
1
4
8
人
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
給
付

費
の
返
還
分
と
事
務
費
確
定
に

よ
る
返
還
分
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

 

（
第
3
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
1
2
5
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
16
億
5
、

農業用用水路（笹木野）農業用用水路（笹木野）
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2
5
5
万
9
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
繰
越
金
1
2
4
万
9
千
円
の

増
額
補
正
は
、
全
額
、
前
年
度
繰
越

金
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
償
還
金
95
万
円
の
増
額
補
正

は
、
令
和
4
年
度
に
交
付
さ
れ
た
国・

県
の
補
助
金
の
実
績
確
定
に
伴
う
も

の
で
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
1
、7
6
5
万
5
千

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
11
億
5
、3
0
1
万
8
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
事
業
費
国
庫
補
助
金
1
0
8

万
6
千
円
の
増
額
補
正
は
、
制
度
改

正
対
応
に
伴
い
、
現
在
運
用
し
て
お

り
ま
す
、
介
護
保
険
の
電
算
シ
ス
テ

ム
を
改
修
す
る
も
の
で
、
改
修
費
の

2
分
の
1
の
額
を
国
庫
補
助
で
受
け

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
一
般
管
理
費
、
介
護
認
定
審

査
会
費
の
委
託
料
併
せ
て
5
0
4
万

5
千
円
の
増
額
補
正
は
、
介
護
保
険

制
度
が
国
に
お
い
て
3
年
ご
と
に
基

本
指
針
や
基
準
省
令
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
や
令
和
6
年
4
月
か
ら
の
介
護

報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
例
規
整
備
業

務
、シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

 

補
正
予
算
（
第
2
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
2
8
3
万
3
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

2
億
3
、4
9
8
万
3
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
特
別
徴
収
保
険
料
6
8
8
万

1
千
円
の
減
額
、
普
通
徴
収
保
険
料

2
8
4
万
2
千
円
の
増
額
は
、実
績
見

込
み
に
よ
る
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
2
8
3
万
3
千
円
の
減
額
補

正
は
、
保
険
料
負
担
金
4
0
3
万
9

千
円
を
減
額
補
正
し
、
基
盤
安
定
負

担
金
1
2
0
万
6
千
円
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

予
算
決
算

予
算
決
算

予
算
決
算

予
算
決
算  

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

　
　
　
　
予
算
決
算
特
別
委
員
長
　

佐
藤
　
道
昭

令
和
5
年
度
事
務
事
業
評
価
を 

 

実
施

令
和
5
年
度
予
算
で
、
各
常
任
委

員
会
の
主
要
事
業（
15
事
業
）に
つ
い

て
、評
価
を
行
い
ま
し
た
。
評
価
結

果
と
し
て
、
現
状
の
ま
ま
継
続
す
る

（
7
事
業
）、
一
部
修
正
し
継
続
す
る

（
6
事
業
）、
廃
止（
1
事
業
）、
そ
の

他（
1
事
業
）と
な
り
ま
し
た
。
評
価

意
見
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

● 

総
務
部
門

①タブレット化推進事業

委　員　会　評　価
現状としては、導入につい
ては、予定どおり進んでい
る。今後、タブレット端末
の使用を理解し、業務効率
を高められるよう努めて下
さい。

【その他（完了）】

②�交流拠点施設Matsushigate�
（マツシゲート）活用事業
（更なる交流人口増のイベント展開）

委　員　会　評　価
事業報告を受けて、本当に頑張って
いると思います。この調子でさらな
る交流人口の獲得に努めて下さい。
今後は、今まで以上に様々な形での
PR を推進して下さい。

【一部修正し継続する】

③コミュニティバス事業
（ダイヤ改正等町民の利便性向上）

委　員　会　評　価
微増ではあるが年間の利用者数が
増加傾向にあると報告を受けたが、
まだまだ空席状態に近いバスが多
く見られる。様々なニーズ調査のも
と、適切なダイヤ改正も行い、地
域住民の暮らしを支える公共交通と
して活性化に努めて下さい。
【一部修正し継続する】

④防災・減災対策事業
・�自主防災組織の充実・防災フェスティバル�
（防災訓練を含め、全町民に対する自助意識高揚）

委　員　会　評　価
自助、共助、公助と様々な視点での防災活動が出来
ていると思います。過去には、中学生と連携した訓
練もしましたが、現在は出来ていないように思われ
ます。今後、松茂町の未来を担う、小中学生を巻き
込んだ防災教育・活動を展開していただきたい。ま
た、防災意識を高めるために災害時の映像を見せる
などにより、危機感をもった活動に繋がると思います。
【一部修正し継続する】

マツシゲート芝生広場
プロジェクトマッピング

総合防災訓練�
（広島）

まつしげ町議会だより　2024.2　第 95 号9
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⑤友好都市交流事業

委　員　会　評　価
釧路市との友好都市協定も締結し、
異文化交流等が出来る環境が整っ
てきたので、今後は、予定人数の
定員割れが無いように、色々なニー
ズ調査等を行い、魅力ある交流事
業に努めて下さい。

【一部修正し継続する】

● 

産
業
建
設
部
門

①�ストックマネジメント事業
（都市下水路のポンプ場）

委　員　会　評　価
ポンプ場については、点検・調査
を行い、現状を把握して、計画的
に修繕すること。また、出来るだけ
速やかに、耐震化対策に努めて下
さい。

【現状のまま継続する】

②防災・減災対策事業
・�上水道耐震化事業�
（緊急時の給水対策を含む）

委　員　会　評　価
町民が安心して美味しい水をいた
だけるように、今後も更新計画に
沿った形で導水管・配水管更新工
事に努めて下さい。

【現状のまま継続する】

③�防災・減災対策事業
（空き家、避難路沿い建築物等の対策）

委　員　会　評　価
老朽住宅等除却支援事業及び空き家相
談会の件数が少なすぎる。再度、補助
金の周知、広報をより、多く充実させ
ること。また、空き家の近隣の意見を
聞くなど、新たな対応も考えていただ
きたい。空き家所有者に対しては、今
後も接触を図れるよう努めること。
【一部修正し継続する】

④ごみ処理施設維持修繕事業

委　員　会　評　価
環境センターの新設工事を行うまで
に、まだまだ修繕を繰り返すことに
なると思います。適切な修繕計画の
作成を求めます。

【現状のまま継続する】

● 

教
育
民
生
部
門

①�健康増進施策
（健康ポイント事業・意識高揚施策等）

委　員　会　評　価
町民が健康づくりの意識を高めることは
非常に重要であると思います。それぞ
れ多岐に渡ったイベントの実施につい
ては素晴らしいと思います。今後、中
間層の方々が参加しやすいイベントも考
えていただきたい。引き続き、イベント
の周知・徹底に努めること。
【現状のまま継続する】

② -1��子育て支援事業�
　保育士等人材確保推進事業

委　員　会　評　価
保育士の確保が出来たことは評価
できます。今後も、未来ある子供
達のために、子供を持つ方が安心
して働くことができる環境を整える
よう努めて下さい。

【現状のまま継続する】

② -2��子育て支援事業�
　子育て支援アプリの活用

委　員　会　評　価
「母子モ」の利用者が増加している
ことは、大変素晴らしいと思います。
これからも利用者の増加に努めて
下さい。また、妊娠中から出産子
育てまでの切れ目のないサポート
体制の構築にも励んで下さい。

【現状のまま継続する】

③ �STEAM教育事業
（教科横断的な教育実践）

委　員　会　評　価
松茂町の STEAM 教育が全国放送で取り
上げられるなど、本町が STEAM 教育の先
進地になってきていることが分かりました。
教育現場での新たな取組は本当に大変だ
と思いますが、これからも、本町の子供達
の未来を生き抜いていける「人間力」を
育める環境整備に取り組んで下さい。
【現状のまま継続する】

④コミュニティスクール

委　員　会　評　価
学校と地域や保護者が協働し子ど
もたちの豊かな成長を支える学校
づくりが大切である。今後、松茂
町のことを、もっと知ってもらえる
ような人材とふれあえる機会も作っ
て下さい。

【一部修正し継続する】

友好都市交流事業

取水場管理棟改築工事

学校運営協議会
（コミュニティスクール）
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者
か
ら
申
請
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
岡
田
企
画
株
式
会

社
が
指
定
管
理
者
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

指
定
管
理
の
期
間
は
、
令
和
6
年

4
月
1
日
か
ら
令
和
11
年
3
月
31
日

ま
で
の
5
年
間
で
す
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

⑤町民グラウンド整備事業

委　員　会　評　価
現状の報告を受け、現地視察を行
い、順調に進んでいると思います。
補助金の関係で、1年間で完成させ
ないといけないので、かなり、タ
イトな工程となっているみたいです
が、竣工まで安全に努めて下さい。

【廃止】

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会報

告
報
告

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会報

告
報
告

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
重
点
支
援
地
方
交
付
金
）

に
よ
る
低
所
得
世
帯
支
援

	

給
付
金
事
業
に
つ
い
て

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活

者
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、
松

茂
町
に
お
い
て
も
1
世
帯
あ
た
り
3

万
円
の
給
付
金
を
今
年
の
夏
か
ら
支

給
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
5
年
11

月
2
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
フ

レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対

策
」
に
お
い
て
、
こ
の
低
所
得
世
帯

支
援
の
事
業
を
追
加
的
に
拡
大
す
る

旨
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
本
町
が
実
施
い
た
し
ま
す
給

付
金
の
給
付
対
象
及
び
要
件
は
、
一

つ
目
が
国
の
定
め
る
基
準
日
で
あ
る

令
和
5
年
12
月
1
日
に
お
い
て
、
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
が
世
帯
全
員
の
令

和
5
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と
で
す
。

な
お
、
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
者

で
あ
っ
て
も
、
税
法
上
親
族
の
被
扶

養
者
と
な
っ
て
い
る
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
場
合
は
、
今
回
の
給
付
金
の

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
し

ま
す
。

給
付
額
は
、
1
世
帯
に
つ
き
7
万

円
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
は
1
、8
5
0

世
帯
を
、
ま
た
事
業
費
は
、
事
務
費

と
合
わ
せ
て
、
1
億
3
千
4
8
6
万

3
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

松
茂
町
体
育
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に

	
つ
い
て

松
茂
町
体
育
施
設
５
ヶ
所
に
係
る

指
定
管
理
者
の
現
在
の
指
定
期
間

が
、
今
年
度
末
に
満
了
す
る
た
め
、

松
茂
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第

2
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
募
に
よ

り
指
定
管
理
者
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
7
月
18
日
か
ら
8
月
17
日
ま
で

申
請
の
受
付
を
行
い
、
2
つ
の
事
業

令和 5 年11月 6 日（月）、東京都（都市セン
ターホテル 3 階「コスモスホール」）において、

「令和 5 年度全国市議会議長会基地協議会第
107回理事会」が開催され、本町から、川田修
議長が出席しました。全国市議会議長会基地
協議会に加盟している自衛隊の基地等がある
市町村が集まり、基地周辺対策経費、基地交
付金及び調整交付金について議論を重ねまし
た。この度は、基地交付金・調整交付金、令
和 6 年度概算要求等について、地元国会議員
に対して、要望活動をすることになりました。

理事会終了後、山口俊一衆議院議員、中西
祐介参議院議員と面談し、基地交付金・調整
交付金、令和 6 年度概算要求等に理解を示し
ていただきたく、要望書を提出してまいりま
した。

今後も松茂町発展のために様々な要望活動
を行ってまいります。

令和5年度全国市議会議長会基地協議会令和5年度全国市議会議長会基地協議会
第107回理事会第107回理事会

山口俊一衆議院議員山口俊一衆議院議員

川田修議長川田修議長

中西祐介参議院議員中西祐介参議院議員

川田修議長川田修議長
指定管理施設（総合体育館）
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今
回
は
、
第
4
回
定
例
会
の
内

容
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し
た
。

広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
松
茂

町
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
、
町
民
の

皆
様
に
議
会
活
動
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
誌
面
作
り
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
皆
様
の

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。�

（
利
）

広報常任委員会
委
員
長

村
田　
　

茂

副
委
員
長

佐
藤　

禎
宏

委　
　
員

立
井　

武
雄

委　
　
員

米
田　

利
彦

委　
　
員

鎌
田　

寛
司

委　
　
員

尾
野　

浩
士

委　
　
員

川
端　
　

順

委　
　
員

金
森
恵
美
子

令和 5 年11月29日（水）、東京都（NHK ホー
ル）において、「令和 5 年度町村議会議長会全
国大会及び議長研修会」が開催され、本町か
ら、川田修議長が出席しました。

翌日の11月30日（木）都市センターホテル
7 階会議室にて、徳島県町村議会議長会議長
研修会に参加いたしました。講師として徳島
県出身の早稲田大学マニフェスト研究所事務
局長中村健様を迎え、演題「住民に期待され
る議会になろう」についてご講演いただきま
した。各地で様々な手法で取り組んでいる政

策などをお聞かせいただきました。この度の
研修会等を活かして議員の資質向上に努めて
いきたいと思います。

令和5年度町村議会議長会全国大会及び議長研修会令和5年度町村議会議長会全国大会及び議長研修会

11月22日（水）松茂町役場議場
で、松茂町議会議員と松茂中学生
3 年生 8 名とで、「松茂町議会と中
学生との会議」を開催いたしまし
た。

町議会の仕組みや役割、議会が
自分たちの生活にどのように関
わっているのか、将来の住民自治
を担う生徒に町議会に対する親近
感と興味を持ってもらうことを目
的として、松茂町の将来、松茂町
が良くなることをテーマに発表し
てもらいました。今回は、STEAM（ス
ティーム）教育の一環として生徒
たちが松茂町の課題の抽出・解決
策の検討、町議会への提案を考え、

プレゼンテーション方式で発表し、
議員からは、講評を行い、松茂町
発展のために意見を交わしました。

3年 A組　交通委員会�
　山
やました
下　敦

あつ
己
き
�

　西
にし
村
むら
　琉

る
生
う

3年 B組　教育委員会�
　西
にし
原
はら
　琉
りゅうせい
星�

　楠
くす
口
ぐち
　リンダ

3年 C組　防災委員会�
　鈴
すず
木
き
　陸
りく
斗
と
�

　村
むら
山
やま
　結

ゆ
衣
い

3年 D組　健康委員会�
　有
あり
井
い
　温
あつ
人
と
�

　上
うえ
野
の
　拓
たく
也
や

松茂町議会と松茂中学生との会議松茂町議会と松茂中学生との会議

議場での中学生発表
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